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［背景と目的］筆者らは，非線形クロックを用いた超高速 LEDディスプレイを開発[1]し，LEDの高
速応答性を用いて１つの LEDランプに周辺画素情報を Dynamic表示する「Cyber Vision表示方式」に
より主観的解像度が上がることを確認した[2]．Cyber Vision表示方式では，物理的には同一の発光位置
に時間的には異なる周辺画素情報を表示する．したがって，カメラで LED表示画面を撮影した場合に
は，上記表示方式と平均値表示はほぼ同一の解像度となる．しかしながら，観察者が知覚する解像度

が向上する結果が得られていることから，Cyber Vision表示方式による超解像はあくまでヒトの視覚シ
ステムにおける主観的超解像であると言える．今回，この主観的超解像のメカニズムを検討するため，

眼の固視微動を考慮した視覚システムを提案する．簡易的な擬似固視微動関数を用いて数フレームの

再構成シミュレーション結果について報告する． 
［仮説と実験］今回，4倍の解像度の情報を 4つのサブフレームで高速表示を行う Cyber Vision表示
方式について数値実験を行う．本研究では「文字エリアにおける微小時間では擬似固視微動関数によ

る数フレームの再構成処理が行われる」という仮説を提案する．本仮説における微小時間として固視

微動の中でもフリック（Micro saccade）とドリフトの動きに対するものを想定している．従って，視認
距離 L＝3mで，2.61−43.63mm程度の移動幅となる．実験で用いた 6mmピッチの LED表示機に対して
解像度 12 (0.5mmピッチ)，移動幅 1〜6とした．簡易擬似固視微動関数 fは 4つのサブフレームのうち
第１番目を原点におき，残る３枚のサブフレームを円周上に 2/3πずつずらして配置する巡回群とする
（Fig.1）．従って，移動パターンとしては８種類となる．	
[結果と考察]	オリジナルフォントとしては 16×16 ドットの小伝馬 16 を用いた(Fig.2 (a)) 周辺 4
画素を平均した表示結果は average（Fig.2 (b)）となる．40fpsでの表示においては，主観的な解像
度は今回のシミュレーションにおける移動量 3〜4 の簡易擬似固視微動での再構成(Fig.2 (c))に近
い傾向があることがわかった．表示フレームレートが高くなると発光位置の移動量が小さくなる

ように知覚されることから，今後はフレームレートと主観的解像度が固視微動速度に相当する分

布となるかを検討する． 
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Fig.1 Proposed model of our simple pseudo fixation fine 
movement: A cyclic group in which 1st subframe is 
the origin and 2nd through 4th subframes are 
arranged on the circumference by 2 / 3π． 

 

Fig.2 Original image, averaged image shown on a high-speed 
LED panel, and a reconstructed image with our simple 
pseudo fine movement simulation. 
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